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11月の研究例会は、｢租税法律主義と税理士｣をテーマに、日本大学法学部教授で税理士の阿部徳幸先生からお話を頂きました。租税法律主義とは、日本国憲法84条に規定されている考え方で、税金を課すには法律が必要という概念です。
この概念は人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であるため、税理士が納税者を守るために常に頭の中に入れなければならないのですが、現実には国家権力が課税要件を不明確にする等のことで守り切れていないことを痛感しました。
(例:役員報酬の｢不相当に高額｣という表現が裁判で認められた事例)
税理士は日本で唯一の租税に関する専門家なので、プロとして幅広く法律を理解し、それを自分の頭で考えて、国家権力から納税者の皆様を守ることが非常に重要と考えました。
研究例会後の忘年会では、埼玉青税だけでなく、阿部先生や千葉青税の方々も交えて親交を深め、毎年恒例のプレゼント交換等で盛り上がりました。
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